
第93号　湯沢町議会だより 

　
 閉
会
中
の
委
員
会
調
査
 

　
　
　
　
平
成
21
年
2
月
24
日
 

1
　
町
税
の
収
入
状
況
及
び
税

制
改
正
の
動
向
に
つ
い
て
 

　
1
月
末
の
町
税
の
収
納
状
況

は
、
前
年
よ
り
0.7
％
落
ち
て
い

る
。
町
民
税
が
経
済
不
況
の
影

響
を
受
け
3.7
％
落
ち
、
年
度
末

で
3
0
0
0
万
円
程
度
の
落
ち

込
み
が
予
想
さ
れ
る
。
固
定
資

産
税
は
現
年
度
分
で
0.1
％
上
が

り
広
域
の
新
徴
収
機
構
の
効
果

と
思
わ
れ
る
。
国
民
健
康
保
険

税
が
町
民
税
と
連
動
し
前
年
よ

り
5.5
％
落
ち
、
今
後
が
心
配
さ

れ
る
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば

徴
収
率
が
県
下
最
低
と
な
り
前

年
度
決
算
を
下
回
る
こ
と
と
な

り
、
憂
慮
し
て
い
る
。
税
制
改

正
は
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
の

創
設
、
土
地
等
の
長
期
譲
渡
所

得
に
係
わ
る
特
別
控
除
の
創
設
。

個
人
県
民
税
に
係
わ
る
徴
収
取

扱
費
交
付
金
の
特
例
処
置
等
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
 

2
　
第
13
回
越
後
湯
沢
全
国
童

画
展
と
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
 

　
236
点
の
応
募
が
あ
り
、
58
点

の
入
選
者
が
決
定
し
、
県
内
か

ら
も
36
点
の
応
募
が
あ
り
、
初

め
て
の
出
品
者
が
多
か
っ
た
。

町
内
展
示
も
10
月
か
ら
湯
沢
温

泉
観
光
協
会
の
6
会
場
も
加
わ

り
、
新
潟
ふ
る
さ
と
村
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
展
示
し
て
い
る
。
12

月
か
ら
童
画
の
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
全
国
に
発

信
で
き
る
童
画
の
ま
ち
づ
く
り

の
検
討
に
入
り
、
川
上
家
、
審

査
委
員
長
の
豊
口
先
生
も
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ

と
と
な
る
。
 

3
　
湯
沢
中
学
校
建
設
基
本
構

想
と
湯
沢
高
校
跡
地
購
入
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
 

　
湯
沢
高
校
跡
地
の
購
入
は
12

月
か
ら
県
と
交
渉
が
始
ま
り
、

1
億
7
3
7
4
万
3
千
円
で
2

月
18
日
仮
契
約
を
締
結
し
た
。

湯
沢
中
学
校
建
設
基
本
構
想
は

今
年
度
500
万
円
の
予
算
を
計
上

し
た
が
、
今
年
度
は
執
行
で
き

な
い
。
高
校
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
保
育
園
、
小
学
校
、
財
源

等
全
体
と
し
て
の
調
整
が
必
要

で
あ
り
、
副
町
長
を
ト
ッ
プ
に

関
係
部
署
に
よ
る
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
6
月
ま
で
に
町
の

考
え
を
ま
と
め
町
民
の
意
見
を

聞
く
こ
と
と
す
る
。
 

4
　
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
 

　
現
在
の
防
災
計
画
は
平
成
14

年
の
策
定
で
あ
り
、
中
越
大
震

災
、
中
越
沖
地
震
、
18
豪
雪
等

の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
見
直
し

の
必
要
が
出
て
見
直
し
を
始
め

た
。
防
災
会
議
等
の
承
認
が
必

要
な
こ
と
か
ら
年
度
を
ま
た
ぐ

こ
と
と
な
る
が
、
繰
越
手
続
き

を
経
て
対
応
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

 開
会
中
の
委
員
会
審
査
 

　
　
　
　
平
成
21
年
3
月
10
日
 

●
議
案
第
3
号
 

　
湯
沢
町
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
湯
沢
、
浅
貝
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
大
規
模
改
修
、
下
水
道
料
金

の
見
直
し
、
三
俣
地
区
の
下
水

道
整
備
に
対
応
す
る
た
め
地
域

整
備
課
か
ら
水
道
班
を
独
立
さ

せ
、
上
下
水
道
課
と
す
る
条
例

の
改
正
。
 

　
 
　
主
な
質
疑
 

　
…
現
体
制
で
の
機
構
改
革
は

課
の
統
廃
合
に
こ
の
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
新
課
の
設
置
が
課

長
ポ
ス
ト
を
増
や
す
た
め
の

機
構
改
革
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
 

　
…
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
は
見
直
し
も
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
は
新
し
い
問
題
に

対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
事
業
が
終
わ
れ
ば
再
編

も
考
え
ら
れ
る
。
 

●
議
案
第
4
号
 

　
湯
沢
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
人
事
行
政
の
公
平
性
、
透
明

性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
2

の
規
定
に
よ
る
条
例
の
制
定
。
 

●
議
案
第
5
号
 

　
湯
沢
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
改
正
に
つ

い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
平
成

21
年
4
月
よ
り
、
職
員
の
勤
務

時
間
を
1
日
8
時
間
か
ら
7
時

間
45
分
に
改
正
す
る
条
例
の
改

正
。
 

 

 　
主
な
質
疑
 

　
…
公
務
員
に
対
す
る
風
当
た

り
や
世
相
の
状
況
を
加
味
す

る
と
、
人
事
院
勧
告
を
無
条

件
に
適
用
す
る
こ
と
は
問
題

が
あ
る
。
町
が
独
自
に
判
断

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
年
間
の
労
働
時
間
は
ど

の
く
ら
い
短
縮
さ
れ
る
か
。
 

　
…
職
員
の
勤
務
条
件
等
は
、

こ
れ
ま
で
人
事
院
勧
告
に
基

づ
い
て
き
た
経
過
が
あ
り
、

こ
の
た
び
も
こ
れ
に
準
じ
る

こ
と
と
し
た
。
勤
務
時
間
は

年
間
60
時
間
く
ら
い
短
縮
さ

れ
、
3.1
％
程
度
で
あ
る
。
 

●
議
案
第
6
号
 

　
湯
沢
町
職
員
の
育
児
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
議
案
第
5
号
の
湯
沢
町
職
員

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

改
正
を
受
け
、
関
係
条
項
の
改

正
。
 

●
議
案
第
7
号
 

　
湯
沢
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

厚
生
福
祉
常
任
委
員
会
報
告
 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告
 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告
 


